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【手続補正書】
【提出日】平成27年1月30日(2015.1.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技球の始動口への入賞を検出する始動口センサと、
　前記始動口センサにより遊技球の入賞が検出される毎に大当り抽選を行うための乱数デ
ータを発生させる乱数発生手段と、
　前記乱数データから、当該乱数が大当りを示すものであるか判定する判定手段と、
　遊技者によって操作可能な操作手段と、
　所定の演出画像を表示可能な演出表示装置と、
　前記操作手段の操作内容に応じて可動体の一部を可動させる第一可動演出と、当該第一
可動演出と異なり前記判定手段の判定結果に応じて当該可動体を可動させる第二可動演出
とを実行可能な可動演出実行手段と、を備え、
　前記可動演出実行手段は、
　前記第二可動演出において、前記可動体を前記演出表示装置の外周に位置する初期状態
から当該演出表示装置の視認可能範囲を変化させる出現状態に可動し、
　前記第二可動演出の実行有無に関わらず前記第一可動演出を実行可能に、当該第一可動
演出と前記第二可動演出とを個々に動作可能に構成することを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記所定の演出画像に合わせた音を出力可能なスピーカを備えることを特徴とする請求
項１に記載の遊技機。
【請求項３】
　遊技領域には、前記始動口の他に遊技球が入賞可能な入賞口が設けられることを特徴と
する請求項１又は請求項２に記載の遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
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　パチンコ機等の遊技機では、ユーザインタフェースとして操作手段を設け、この操作手
段の操作により、遊技内容の選択等を行わせ、演出内容を変更させる技術が存在する。例
えば、操作手段としてジョグシャトルを設け、遊技者が、遊技機に設定されるこのジョグ
シャトルの操作有効期間において、ジョグシャトルを前後左右に傾動操作を行い、遊技機
の液晶画面上に表示されたポインタを、相互に異なる演出と紐付けられた複数の選択図柄
のいずれかの上へ移動させ、ＰＵＳＨボタンの押下することにより、遊技者が選択した予
告演出が実行されるようになっている（例えば、特許文献１参照）。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
　また、遊技機が、操作要求期間中に遊技者に対して操作手段への操作を促し、遊技者は
この操作の誘導に応じて押圧操作又は回転操作を行うと、遊技者によってなされた操作に
応じて演出を液晶画面上で実行する技術が開示されている（例えば、特許文献２参照）。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　従来の操作手段における遊技者の操作に応じた操作対応演出は、液晶画面上における演
出画像であって、表示画面領域に限られたものであった。このため、操作対応演出に遊技
者の関心を引き付けることが難しく、遊技への興趣心の低下を招く懸念があった。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明は、以上のような従来技術の課題に基づいてなされたものであり、その目的は、
遊技者の操作手段に対する操作意欲を高め、遊技への興趣心の低下を抑制させることので
きる遊技機を提供することにある。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記課題を解決するため、本発明は以下のような構成を有する。
　［態様１］
　遊技球の始動口への入賞を検出する始動口センサと、
　前記始動口センサにより遊技球の入賞が検出される毎に大当り抽選を行うための乱数デ
ータを発生させる乱数発生手段と、
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　前記乱数データから、当該乱数が大当りを示すものであるか判定する判定手段と、
　遊技者によって操作可能な操作手段と、
　所定の演出画像を表示可能な演出表示装置と、
　前記操作手段の操作内容に応じて可動体の一部を可動させる第一可動演出と、当該第一
可動演出と異なり前記判定手段の判定結果に応じて当該可動体を可動させる第二可動演出
とを実行可能な可動演出実行手段と、を備え、
　前記可動演出実行手段は、
　前記第二可動演出において、前記可動体を前記演出表示装置の外周に位置する初期状態
から当該演出表示装置の視認可能範囲を変化させる出現状態に可動し、
　前記第二可動演出の実行有無に関わらず前記第一可動演出を実行可能に、当該第一可動
演出と前記第二可動演出とを個々に動作可能に構成することを特徴とする遊技機。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　以上のような態様によれば、一つの可動体（左右可動演出ユニット）において、第一可
動演出（遊技者の操作によって可動する回転装飾体３４１０Ａの回転演出）と、第二可動
演出（回転ユニット３４１０のスライド演出）とを適宜組み合わせた多彩な可動演出を提
供することができるので、遊技者の操作意欲を高め、遊技への興趣心の低下を抑制するこ
とができる。例えば、有利遊技状態に当たる遊技状態において第二可動演出を実行する場
合、第二可動演出実行前に遊技者による操作手段の操作を促し、遊技者が操作すると、第
一可動演出を契機に第二可動演出が行われたかのように見せることができる。すなわち、
遊技者の操作による操作対応演出（第一可動演出）を第二可動演出の前兆演出と位置付け
ることができ、遊技者の操作意欲を高めることができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】


	header
	written-amendment

